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  １ 【原点】
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  「近々お店を出そうと思ってるんだけど、お店の名前を一緒に考えて欲しいのよねえ」


  



  朝もまだ早い6時にたたき起こされ自分の仕事部屋へ来いと呼び出されて来てみれば開口一番パンダ野郎はそう言った。


  パンダと言っても着ぐるみを来ている訳でも顔がパンダでも無い。


  今着ているTシャツがパンダの顔のアップだったりする。


  



  「その女言葉似合わないからやめろ。眠い中わざわざ来たのに言いたかったのはそれか。それなら私はこれで失礼する」


  入り口のドアの前に立っていた私はそのままUターンして帰ろうとすると背中に声がかかった。


  



  「ちょっとちょっと。来たばっかりなのに帰らないでよ。店を出したいのは本当の事だし屋号を考えて欲しいのも本当なんだから」


  



  半分部屋の外に出ていた身体を再び反転させてパンダ野郎の顔をまじまじと見た。


  



  「店というのはどんな店だ？どうせくだらないものなんだろ？お前の酔狂に付き合うつもりはない。私は眠いので帰って寝る」


  



  まだ何か言っていたように思うが思考が睡眠状態で何も理解出来なかった。


  とにかく自宅へ戻りベッドへダイブし、そのまま昼過ぎまで眠った。


  せっかくの休日が半分パーじゃないか。


  



  しかし店っていったい何をする気だ？


  まさか変なものじゃないだろうな。金持ちの考える事は分からん。


  何故あいつと私はつきあいがあるんだっけ？


  それも忘れた。


  妙に女性っぽい所のあるあいつと、いつも男に間違われていた私が何となく一緒につるむようになって以来迷惑をかけられっぱなしだ。


  



  今度は店を出すと言っているのだからすでに売る商品も店の土地も用意してあるに違いない。


  ふと壁に立てかけてあるギターが目に入った。


  そういえばこれもあのパンダ野郎から貰ったものだ。


  私はギターを弾かないのに何故かあいつはわたしにこれを押し付けた。


  仕方が無いのでそのまま壁に立てかけるだけのインテリアになったのだが、あいつはここへ遊びに来るたびにこれを弾いて楽しそうに時間を潰していた。


  暇つぶしにここへ来るなと何度も言ったのだが聞き入れてもらった試しが無い。


  



  曲が聞こえなくなった時、帰るのだろうと待ち構えていたのだが一向に帰る気配を見せない。


  そのうち身体がこっくりこっくりゆらゆらと船をこぐ始末。


  寝るなら帰ってから寝ろ！と追い帰した事数知れず。


  



  どうせ今日も夕方ここへ押しかけて来るに違いない。今朝の話は途中だからな。


  掃除でもするか、イヤその前にご飯を食べよう。


  朝を食べそこなったのでお腹がすいた。


  



  少々遅いお昼を済ませ部屋の掃除をし気分が一新した。


  



  午後４時を回った頃インターフォンが鳴った。


  ピンポ～ンピンポ～ンピンポンピンポンピンポン♪


  



  「だーーっ！うるさいっ！近所迷惑だろ。１回鳴らせばまだ耳は達者だから聞こえると何度も言ってるだろうが！」


  



  玄関を開けるとまだ鳴らそうとしているパンダ野郎に怒鳴った。


  「そっちの声の方が近所迷惑だよ」などと言いながらへらへらと笑っている。


  



  「何の用？」と冷たく言い放てば「やだなあ、今朝の話の続きに決まってるでしょ？入るよ～」


  そこは勝手知ったる人の家。勝手にあがり込み定位置である二人掛けのソファーのど真ん中に座る。


  



  仕方が無いのでコーヒーを入れた。


  これを飲ませてさっさと帰って貰おう。


  



  カップにコーヒーを入れてパンダ野郎の前に置く。


  「ありがとう。あれからずっと店の名前を考えてたんだけど良いのが浮かんだんだ。聞いてくれる？」


  「聞く。聞くからそれを飲んだらさっさと帰ってくれ」


  「もう、冷たいなあ。まいいや。店の名前は印象深い方が覚えて貰えると思って考えたんだ」


  「だろうな。店で何を売るかにもよると思うが何を売るんだ？」


  「まだ、決めてない。決まったのは店の名前だけ」


  「は？何をバカな事を。で、店の名前は何だ？」


  「うん。『中々良い物を扱っていそうだな共和国』」


  「何だって？」


  「だから、中々良い物を扱ってそうだな共和国って名前にしたの。略して中国！！」


  そこには満面の笑顔のパンダ野郎がいた。


  「……。帰れ。帰って顔洗ってもう一度出直してこい」


  



  パンダ野郎を追い出しドアに向かってクッションの投げつけた。


  真面目に話を聞こうと思ったのがそもそも間違いだった。


  



  そんなこんなでせっかくの休日を完全に潰してしまったのだった。


  



  
    ２ 【日常】
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    私はとある言葉の意味を調べようとパソコンに向かっていた。聞いた事があってもそれが何を意味するのか分からないという事が多々ある。
  


  
    

  


  
    それを1つでも解消しようと奮闘していた。
  


  
    利用するサイトはウィキペディア。ここである程度の問題は解消する。今回もそれを使用。
  


  
    が、難しい言葉の羅列で頭に入って来ない。
  


  
    

  


  
    ムムム……。
  


  
    読んでも全く意味が分からん。
  


  
    どんどん画面をスクロールしていく。
  


  
    「タルタル」という文字が飛び込んできた。
  


  
    おぉ、何だか旨そうではないか。
  


  
    「タルタル電解コンデンサ」とは旨そうなのか硬そうなのか分からない名前だな。
  


  
    

  


  
    一人画面を眺めながらニヤニヤと笑っていた。
  


  
    そんな時間を楽しんでいる時玄関のインターフォンが鳴った。
  


  
    

  


  
    ピ～ンポ～ンピ～ンポ～ンピンポンピンポンピンポ～ン♪
  


  
    

  


  
    ちっ、この鳴らし方はパンダ野郎か。いや、今日はパンダじゃないかもしれないが。以前パンダのTシャツを着ていたからそう呼んだのだった。玄関が開けられるまで鳴らされるインターフォンを止めに重い腰をあげた。
  


  
    

  


  
    玄関を開けた途端だった。
  


  
    「トナリニコシテキタヤマダデス」
  


  
    

  


  
    

  


  
    そう言って抱きついてきた自称隣人ヤマダ。
  


  
    これはあれか？今テレビで流れている洗剤のコマーシャルのマネか。
  


  
    「良い匂いだな」
  


  
    「ハイ、タッタイマトンコツラーメンタベテキマシタ。タッチデポンッ」
  


  
    抱きついていた身体を起こしニッコリ笑った。
  


  
    「そうか。で、お国はどこだ？」
  


  
    「アゼルバイジャンデス」
  


  
    「……。どこだよ、それ。気がすんだか？気がすんだなら帰ってくれ」そう言って玄関ドアを閉めた。
  


  
    

  


  
    「ちょっと～。入れて頂戴よぉ」
  


  
    元に戻った自称隣人ヤマダが情けない声で訴える。
  


  
    仕方が無いので家に入れた。
  


  
    勝手知ったる人の家。嬉々として定位置であるソファーの真ん中に居座った。
  


  
    そこに広げられているパソコンに目をやり、「あらあ。パソコンで何してたのよ」と聞いてくるから調べ物と簡単に答えた。マウスを操作してさっきまで調べていたページを見る自称隣人ヤマダ。
  


  
    

  


  
    「難しい事調べているのねえ」と画面をスクロールしている。
  


  
    「旨そうな言葉もあるだろ？」と聞くとそんな言葉はどこにも無いと言うので「タルタル電解コンデンサ」の所をマウスで押さえ「タルタルって旨そうだろ？」と聞いた途端爆笑された。
  


  
    何で笑われているか分からない私はぽかんとするしかなかった。
  


  
    「相変わらずおっちょこちょいねえ。良く読んでみなさいよ。タルタルじゃなくてタンタルよ？タ・ン・タ・ル」
  


  
    

  


  
    「え？」あぁ、読み間違えていたのか。こんな自称隣人ヤマダに笑われるなんて何という失態。不覚だ。さっきまでの高揚した気分は一気に下降した。
  


  
    

  


  
    ソファーの上で腹を抱えて笑っている自称隣人ヤマダを眺めるしかなかったそんな最悪の日になってしまった。こいつが来るとロクな事がない。いつもいつもいつも！
  


  
    

  


  
    

  


  
    

  


  
    

  


  
    ３ 【夢の中の記憶】
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    今自分は夢の中にいる。そんな自覚のある夢をたびたび見る。
  


  
    広大な芝が敷き詰められた向こう側に背の高い二本の木が見える。
  


  
    日に日にその木に近づいているように思う。気のせいかもしれない。
  


  
    

  


  
    そしてまた同じ夢を今も見ている。ただ今までと違うのは遠くにあった木が目の前にある事だ。
  


  
    近くで見る二本の木は何だか懐かしさを覚える。
  


  
    幼い頃を思い出すような感覚。
  


  
    木に両手を広げ抱きついた。安心感に満たされ目を瞑った。
  


  
    

  


  
    突然目の前が真っ赤に染まった。昼間だと思っていた景色は一変し夕方になっていた。
  


  
    顔に射しこんでくる夕日。真っ赤に熟れたトマトの様な大きな夕日だ。
  


  
    気付けば二本の木はまた遠くにある。
  


  
    

  


  
    小さな男の子がどこからか走って来た。自分の前で立ち止まりじっと私の顔を見上げている。
  


  
    何で泣いてるの？そう聞かれて初めて自分は泣いているのだと気付いた。
  


  
    黙って横に首を振る事しかできなかった。
  


  
    ハイッと手渡された小さなくまのぬいぐるみ。
  


  
    「これね、ボクの宝物なの。泣きたいときはこれを抱っこして我慢してるんだ」5歳くらいの子だろう。
  


  
    こんなに小さな子にどんな悲しみがあるのか。
  


  
    ありがとうと言う気持ちを笑いかける事で表した。この小さな子にどこかで会った事があっただろうか。
  


  
    

  


  
    意識の遠くで目覚まし時計の鳴っている音が聞こえた。
  


  
    そろそろ起きなければと思いながらももう少しここにいたい。この子の傍に居たいと思う。
  


  
    今日くらい朝寝坊したって良いじゃないか。
  


  
    心が和む時間をもう少し共有したい。
  


  
    

  


  
    そんな思いをつんざく様な音で破られた。
  


  
    ピンポ～ンピンポ～ンピンポンピンポンピンポ～ン♪
  


  
    がばっと飛び起きてずかずかと不機嫌丸出しで玄関のドアを開けた。
  


  
    「おはよ～。あら、まだ寝てたの？お寝坊さんねえ」
  


  
    目の前の人物の顔をぶしつけに眺めた。
  


  
    夢の中で会った子どもと同じ瞳を持った顔がそこにあった。
  


  
    「子どもの頃に会った事があったのか？」そう聞くと少し目を大きくし驚いた顔をしたがすぐにいつもの笑顔になり「何か思い出した？」と聞かれた。
  


  
    一体私は何を忘れているのか。
  


  
    とりあえずこの事を考えるのは今はよそう。
  


  
    こいつにまた休日をつぶされるのだけは阻止しなければと心の中で思うのだった。
  


  
    

  


  
    ４【失われた過去】
  


  
    

  


  
    
      「何か思い出したの？」
    


    
      あれからその言葉が頭から離れない。いつもなよなよと女言葉を話しているのに一瞬その時だけは表情が素になっていた。少しだけ思い出した事がある。あいつはもともと女言葉など使ってはいなかった。ただ漠然とだが確信が持てる。だったらいつからだ？その事を考えると頭に靄がかかったようにはっきりしない。おまけに気分まで悪くなる。私には一部記憶障害がある。以前医者に無理に思い出す必要は無いと言われたのを鵜呑みにして思い出す作業をしていない。ただあいつがその記憶のカギを握っているような気がする。
    


    
      

    


    
      そんな事をもやもやとした気分の中考えていたからだろう。いつの間にかベッドで寝てしまったようだ。夢の中には子どもの頃の私が出てきた。
    


    
      初めてあいつと会ったのは病院のベッドの上だった。
    


    
      10歳くらいの私は病院のベッドに一人座っていた。きっと何らかの理由で入院していたのだろう。
    


    
      突然あいつが部屋にやってきたのだ。
    


    
      「だれ？」そう聞いた私に一瞬目を大きくし悲しそうな顔をした。
    


    
      「初めましてかなあ。僕は牧田薫って言うんだ。よろしくね、かすみちゃん」そう言って手を出してきた。出された手の意味が分からず戸惑っていると、ん、とまた手が伸びてきた。恐る恐る自分も手を出すと思いっきり上下に振り「これからも仲良くしてね」と言ってきたのだ。私にとってその時は突然現れた男の子の行動にどうしていいか付いていけずただただ手を振られているだけだった。
    


    
      

    


    
      それから薫と名乗った少年は毎日のように学校が終わってから病室に現れた。
    


    
      その日学校であった話を面白おかしく話しては帰って行った。
    


    
      表情がころころと変わる薫に対して私は人形のようにただそこにいるだけだった。泣く事も笑う事も怒ることも一切出来なくなっていた。
    


    
      その原因は両親を目の前で無くしたショックだ。幼い子どもの心には負担が大きすぎたのだろう。薫はそんな事情も知っていたに違いない。
    


    
      場面がまた薫が面会に来ていた病室になる。
    


    
      いつものように薫がその日あった友人との事を私に報告している。
    


    
      会話が急に鮮明になる。
    


    
      「もうひどいと思わない？何で私ばっかりそんな目に会うのよ」とわざと女言葉を使って話している。夢は突然そこで終わった。
    


    
      目が覚めて断片的に記憶に残っている夢をもう一度反芻する。入院していた私を毎日見舞ってくれていたのか。あの頃のあいつはまだ12歳前後だったろう。入院していたのはおそらくあいつの父親の病院だ。パズルのピースを嵌めていくように記憶を繋ぎ合わせる。薫が女言葉を話し始めたのはきっとこの頃からだろう。それをいまだに続けている理由がまったく私には理解出来んが。今じゃ好きで使っているようにしか思えんな。
    


    
      そう思い時間が気になり時計を見ると午前11時を指していた。いい加減ベッドから抜け出して休日を堪能しないと勿体ない。
    


    
      そう思い顔を洗いに洗面所へ向かう。
    


    
      

    


    
      さっぱりとしたところで軽く何か食べようと冷蔵庫を開けた途端、ピンポ～ンピンポ～ンピンポンピンポンピンポ～ン♪
    


    
      あぁ、また今回も自分の時間を楽しむという究極の幸せを邪魔する悪魔の訪問だ。
    


    
      仕方なく玄関を開ける。
    


    
      「何の用だ。私はこれからすることがあるので帰ってくれ」となるべくそっけなく言う。
    


    
      「そんな冷たい事言わないで入れてよ～。ねえ？お腹すかない？サンドイッチ一緒に食べましょうよ。ここのは美味しいのよ～」と魅惑的な言葉を聞いてすんなりと家に入れてしまう私はつくづく何なんだ？と自分を叱責するが、空腹には勝てないので考えるのは後回しにしよう。
    


    
      さっき見た夢の話を聞いて貰おうと今日くらいは一緒に過ごしても良いかもしれないと少しだけ思った。
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    ５【傷ついた心】
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      　定期検診。と言っても身体は居たって健康だから必要無い。ただここの院長の部屋で少しだけ話をするだけだ。私には両親がいないので院長に話を聞いて貰っていると父親と話をしているようで落ち着く。難を言えば薫の父親って事だ。まあ、目を瞑ろう。そう思いながら勝手知ったる病院の長い廊下を歩いていた。途中ナースステーションで来院した事を告げるため寄ろうとした時看護師たちの会話が聞こえてきた。知った名前を聞いたので思わず身を隠し盗み聞きする。「今日ってかすみさんが来るんでしたっけ？薫さんもいつまであの人に付きっきりになってるんですか？飲みに誘ってもそのせいでいつも断られてるんですよ」
    


    
      「あら、私は彼女の記憶が戻った時にパニックにならないように監視してるって聞いたけど」
    


    
      そのあとは何が話されていたかは耐えられなくて逃げ帰ったため分からない。
    


    
      自分が今日の検診に来なかった事を院長はどう思うのだろう。
    


    
      

    


    
      家に帰る道すがら頭を占めるのは今聞いたばかりの「監視」と言う看護師の言葉。
    


    
      そっか、あいつは監視するためにいつも私の所に来ていたのだな。悪態をつく私を笑ってくれていたのはそういう訳だったのか。子どもの頃から一緒にいたから気付けなかった。友人では無かったのか。あいつと過ごす時間は嫌いではなかったのに残念だ。うん、本当に残念だ。私は結局独りなのだ。それもきっと徐々に慣れていけばそれが普通になるはず。だからこの胸の痛みも無くなるだろう。今自分が住んでいる家も院長が用意してくれたものだった。病院の敷地内に建てられた小さな平屋建ての一軒家。どうせ使ってないから自由に使ってと言われるままにそこに住み始めたのは中学に上がる頃。最初の頃はほとんど寝に帰るだけだった。それまでは薫の家族と一緒に過ごしていた。少しずつ一人暮らしになれるように年を重ねるごとにその与えられた部屋で過ごす時間が増えていった。
    


    
      

    


    
      最近はどうだろう。そう言えば店を出すなんて言い出して驚いたけど結局あの話はどうなったかな。私の反応を楽しんでいただけだったのかもしれない。休みのたびにここへ来ては取りとめのない話をするだけで帰っていく。あれは私を見張るためだけだなんて信じたくない。では何を信じたら良いのだろう。何だか疲れた。何も考えたく無いし何もしたくない。気付けばソファに座ったまま何時間もぼうっとしていた。だけどお腹もすかないし手足も動かない。
    


    
      

    


    
      遠くでインターフォンが鳴っている気がする。
    


    
      ピンポ～ンピンポ～ンピンポンピンポンピンポ～ン♪
    


    
      あぁ、またあいつが私を監視しに来たのか。それとも院長の所へ行かなかった事を叱りに来たのか。もう私に関わる必要などないぞ。私は独りでも大丈夫だ。大丈夫だからもうここには来ないでくれ。いやだ。私を独りになりたくない。独りは怖い。また薫の笑顔が見たいのにここは暗くて何も見えない。何も見えないんだ。静かすぎて怖いのに心地よさもどこかに感じる。相反する感情を止められない。
    


    
      「ねえ、薫。薫は私を監視するために傍に居てくれたのか？そのせいでいろんな誘いを断っていたのか。私は知らない間に縛り付けていたんだな。ごめん。今まで気付けずにいてごめん。何を言っても許されていたから甘えすぎていたよ。ごめん…」うわ言のように弱弱しくそれは繰り返された。
    


    
      再び支えをなくした心はただ暗闇に倒れ誰の手も届かない所にあった。
    

  


  6【届かない気持ち】


  [image: ]


  



  　いったい何があった？いつものように訪れた霞の部屋。インターフォンを押しても出てくる様子が無い。今まではどんな状態でも不機嫌な顔をして出てくれていたのに。嫌な予感がして、一度携帯に連絡を入れてみるが出る様子は無い。緊急のために合鍵はあるけどあまり使いたくない。しかし今はそうも言っていられない気がして合鍵を使い部屋に入った。ソファでぐったりとしている霞を見つけ最初は寝ているのかと思ったが、呼吸は浅く泣いた後もある。


  「どうしたの？気分でも悪いの？」と声をかけるが反応が無い。とりあえずベッドまで運んで寝かせる。親父に連絡を入れるとすぐに診察に来てくれるという。彼女はまた元に戻ってしまうのだろうか？やっとほころび始めた心がまた閉じてしまうのではないかと恐怖に震える。いったい彼女に何があった？


  ベッドに運ぶ時、か細い声で聞いてきた内容が気になる。久しぶりに自分の名前を呼ばれたのにうわ言の様なか細い声。


  



  そう言えば今日は診察日。なら病院の方に顔を出したはず。親父が何かしっているかもしれない。


  ピンポ～ン♪と軽快なインターフォンが鳴った。出ると往診セットを持った親父だった。


  親父は軽く頷きかすみの眠る寝室へと消えた。俺はソファに座り診察が終わるのを待った。


  「どうやら何かショックを受けたようだな。自己に引き籠っている。しばらく優秀な看護師に一緒に住んでもらうよ。当分の間、お前はここに来るな」そう言われても黙って引き下がれない。


  「何で？俺だってここでかすみの様子を見ていたい」そう訴えるが許可は頑として出なかった。


  「ベッドに運ぶ時にかすみが言ったんだ。薫は私を監視するために傍に居てくれたのか？って。どこからそんな発想するのか分からない」


  「…そうか。きっとどこかでそれを感じ取ったのかもしれないな。私の所へも今日は来なかったので心配はしていたんだ」


  「どこかってどこだよ。診察日なら病院に行ったはずだ。なら病院しかないじゃないか」そこまで言うと思い当たる事があったので俺は親父をそのままにナースステーションに走った。看護師たちが挨拶をしてくるが一切無視し「今日、ここにかすみが来なかったか知りたいんだけど」と言うと来なかったと言う。


  ただ廊下ですれ違った看護師もいた。ということは診察のためにここに来たけれどナースステーションに顔を出す前に何かを聞いたか見たかしたんだろう。考え事をしていると独りのナースが「今度親睦会をする予定なんですけど薫さんも参加されませんか？」と誘ってきた。


  「う～ん、今はそんな気になれないから無理だね。今度かすみと一緒にお邪魔するよ」と断ったのだがなかなか解放してくれない。


  「薫さんが来てくれると盛り上がるし、かすみさん抜きでお願いしたいです。監視役も大変でしょ？」と上目づかいで誘いを掛けてくるが最後の言葉に怒りがこみ上げる。


  「監視役ねえ。俺は一度もそんなこと思った事が無いけれど傍から見たらそう見える訳か。なるほど。これからはそう見えないように気をつける事にする」よっぽど怖い顔をしていたのか誘ってきたナースは顔色を変えた。ここで何かを聞いたのだろう。


  



  もう用は済んだとばかりに彼女達に背を向けてかすみの家に向かった。部屋に入ると親父は居なくなっており代わりに母親が来ていた。


  なるほど、優秀な看護師か。


  「しばらくかすみちゃんと暮らすわね。あなたもそのつもりでいて頂戴。お父さんに聞いていると思うけどかすみちゃんが私に話をしてくれるまであなたはここへ来ちゃだめよ。大丈夫。すぐに元のかすみちゃんに戻るわ」心強い言葉だ。


  霞がこうなった原因らしき事柄を母親に話した。「そう。きっとあなたに裏切られた気持ちになったんでしょうね。可哀想に」


  それだけ頼りにされていたのね、と付け加えられた。いつも追い返そうとする瞳の奥は寂しげだった。だから強引にこの部屋に入って話をして帰った。素直じゃないかすみ。強がってばかりで頼る事をしないかすみ。独りで懸命に生きてきたかすみ。きつい言葉を言ってくるのに本音はいつも隠していたかすみ。もっと信用してくれているかと思っていた。俺より付き合いの薄い奴の言葉を信じたかすみ。早く戻ってこい。いつまでも待たすんじゃねえよ。仕方なくかすみの家を後にした。


  
    
      ７【原点へ】
    


    
      

    


    
      [image: ]

    


    
      

    


    
      
        『それは10歳の幼い少女に突然起きた出来事。少女は両親の自殺を目の当たりにしてしまった。それは彼女をどす黒い暗闇に落ちるには十分すぎた。この瞬間から少女は白い天井と白い壁に囲まれた部屋の住人になり、心を閉ざしいつも傍にいた大好きな少年の声も少女には届かない。恵まれすぎていた事に気付く事無く育った少年は途方にくれ戸惑うまま少女の傍に居る事しか出来ない。笑顔を無くしてしまった少女に再び笑って欲しくて毎日少女の元へ訪れた。少女が好きなお菓子を持って行ったり楽しい話を聞かせたりしたけれど何の反応も見せない少女。そんな日が1週間続き10日続き1カ月を過ぎる頃少年は少女の元へ行けない日が訪れた。少年は思った。きっと今日一日くらい行かなくても何も変わらない。だから無理して行かなくても良いやと。そして次の日少女の元へ訪れた時、昨日ここへ来なかった事の大きさに気付く事になった。少女は少年の顔を見た瞬間少しだけ頬をほころばせそして寂しそうな目を見せたのは一瞬。その一瞬の表情の変化を読み取った少年は思い知らされた。この少女には自分以外に会いに来てくれる人はいない。両親でさえも会うことは二度と無い。孤独と戦っている少女。それに引き換え自分はどうだろう。忙しいなりにも愛情を注いでくる両親を持ち、学校には友人、家に帰ればくつろげる自分の部屋だってある。少女はそれを一度に全部無くしてしまったのを知っていたはずなのに。
      


      
        それなのに自分は友人と遊びに行き、ここへ来る事も面倒になり寝てしまったのは昨日の事。自分がここを訪れる事を少女はずっと待っていてくれていたに違いない。掴みかけていた手を自ら離してしまったのだ。少年は改めて思う。この少女の笑顔を取り戻すのは自分だ。そして二度と寂しそうな目をさせてはいけない。どれだけの年月がかかっても良い。ここへ来なかった自分の愚かさを償いたい。
      


      
        大好きな少女の笑顔をもう一度見たいから』
      


      
        そんな二人にも平等に年月が過ぎ大人へと成長していった。
      


      
        

      


      
        かすみが倒れてから10日経った頃母親に呼び出された。
      


      
        「かすみちゃんに会わせてあげるわ。だけどあまり刺激しちゃだめよ。まだ完全には回復していないけど後はかすみちゃん自身が乗り越えないといけないのよ。30分後に戻って来るからくれぐれも逸らないでね。まずは彼女の話を最後まで聞く事。分かった？」そう念を押して霞の家を出た母親の背中を見送った。
      


      
        ソファに俯き座っているかすみ。向かい側のラグに直接腰を下ろした。どう声を掛けようか迷っていると霞から話しだした。
      


      
        「子どもの頃、突然病室に居る自分に気がついたんだ。それまでは頭の中に霧がかかったみたいにはっきりしなくて怖かった。だけど毎日欠かさずいろんな話をしに来てくれた男の子が居てね、自分でも気付かないうちにその子が訪ねてきてくれる事を楽しみにしてたみたいだ。自分が病院のベッドの上だって気がついた日もずっとその男の子が来るのを待ってたよ。いつもは何時くらいに来てたんだろう、夕飯を食べる前だったかな後だったかななんて考えながらずっと待ってた。でもその日、男の子が私を訪ねてくれる事は無くて、また私は置いて行かれたんだと思った。毎日来てくれていた男の子は本当は居なかったんだって。自分が見せた願望だったんだって思った。これから自分独りでどうしようって子どもながらに考えたよ。どうしてお父さんもお母さんも私を連れて行ってくれなかったのかなって。要らない子だったのかなって。でも次の日にその男の子が顔を見せてくれてうれしかったんだ。その男の子って薫だよね。ずっと傍に居てくれたんだよね。気付けなくてごめんね。でも私は大丈夫だよ。もう私に関わらなくても良いよ。きっと今までずっといろいろ邪魔しちゃってたんだよね。休みのたびに私の所に来てたんだもの。これからは自分のために休みを使ってよ。今までありがとう。疲れたから寝るね」一方的に話しかけられ返事を聞きたくないとばかりに寝室に戻ってしまった彼女を呆然と見送る事しか出来なかった。何の言葉も掛けられない自分が情けない。最後の方は声が震えていたのに。
      


      
        「ただいま。あら？一人？」突然明るい声が背中にかかる。
      


      
        「あ…疲れたから寝るって寝室に戻った」それだけ言ってこの部屋を出た。
      


      
        もう一度よく考えなくては。自分はどうしたいか、どうしたら良いのかを。
      

    

  


  ８ 【原点へ ２】


  [image: ]



  それから2週間ほど経った休日にボストンバッグを持った母親が自宅に帰って来た。


  驚いている俺の顔を見るなり「かすみちゃんに追い出されちゃったわ」とあっけらかんと笑顔を見せる。


  一瞬何を言われているか理解出来なかったがその言葉の意味が浸透してきた時には母親は自室で荷物の整理をしていた。


  「追い出されたってどういうことだ？」と聞いても「う～ん。言葉通りよ。これでも粘ったのよ。でもかすみちゃん自身が一人でも大丈夫って笑ってくれたの」


  「だからって…」最後に見たかすみの顔が忘れられない。あんなにも何かに耐えるようにして今にも折れそうになっていた彼女だったのに。


  知らずと下を向いて床を睨んでいた。


  「もっとかすみちゃんを信じてあげなさい。あの子はあの時の小さな女の子じゃないわ。少しずつ少しずつひとり立ちしようと努力しているのよ？それを助けてあげなさい。」


  俯いていた頭の向こうからそんな言葉が降ってきた。ハッとして顔をあげると真剣な目をしてこちらを向いていた母親と目があった。


  「かすみちゃんはね、確かに精神的に弱い部分を持ってるわ。あんな悲しい出来事があったのだから誰だって臆病になると思うの。きっとまた身近な人を失う恐怖心を人一倍持ってると思うのよ。そんな彼女にしてあげられる事って何かしらね。可哀想と思う事？外に出さないように囲う事？違うわよね。よく考えて答えを見つけなさい。それと、今まであなたがしてきた事にもっと自信を持つことね」それだけを言うと再び荷物の整理をし始めた。


  その姿をしばらく見ていたが何となく頭にかかっていた靄が晴れたような気分になり母親の部屋を後にした。


  そうだ。結局は大それたことなんで出来やしない。自分の今出来る事をするしかないんだ。


  かすみ本人も言っていたじゃないか。俺のために休日を使えって。自分の休日を好きに使おう。


  



  



  



  とある休日。とある家のインターフォンが鳴り響いていた。


  ピンポ～ンピンポ～ンピンポンピンポンピンポン♪


  「だーーっ！うるさいっ！近所迷惑だろ。１回鳴らせばまだ耳は達者だから聞こえると何度も言ってるだろうが！」


  不機嫌丸出しの彼女の表情に安心する。


  「そっちの声の方が近所迷惑よ～。それよりも天気も良いし映画でも見に行きましょうよ～。今から出るとなると先にどこかでお昼ご飯食べたほうが良いかしら。あ、それともどこか公園でも散歩する？見せたい場所があるのよねえ」と半ば強引にかすみを外に連れ出した。


  「どこに行くんだ」とか「家に帰せ」とか聞こえたけれど聞こえない振りをして彼女の手を引っ張っていく。映画も散歩も外に連れ出すただの口実。


  かすみの家から歩いて5分程と言う近い場所にそれはあった。


  「ねえ。これ見て」と指さすは小さな空き地。


  小さな雑草がたくさん生えている何の変哲も無いただの空き地を見て不思議そうにこちらを見ている。


  「良く見てよ。あれよあれ」と言うとそれに向かって歩いていく彼女の後姿を見守った。


  きっとまじまじとそれを見ているだろうかすみは突然背中を震わせ笑いだした。


  「おまっ、これっ」と言葉にならない言葉を吐き出しながら大笑いのかすみの姿を見て久々に心からの笑顔を見る事が出来たうれしさに一瞬かける言葉を失った。ずっとこんな笑顔を見たかった。これからはいつでもこの笑顔を見せてくれるだろうと信じている。


  心の中にあった硬い結び目が融けて無くなった瞬間だった。


  「気に入ってくれた？」と聞くと「そうだな。相変わらずびっくり箱みたいだなあ」と涙を拭っている。「あげるわよ。それ」というと


  「え？」と聞き返してくるきょとんとした顔が可愛い。


  「さて。このまま帰る？それとも散歩でもする？映画も良いわよねえ。どうする？」と聞くと「近所を散歩したい」というリクエストにその場を後にした。


  その空き地に真ん中には小さな木製の白い横長の看板があった。


  



  『中々良い物を扱ってそうだな共和国建設予定地』


  



  また今まで通りの休日が繰り返される。


  　　　　　　　　　　　　　　　了


  
    

  


  
    

  


  
    
      
    


    とある休日
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